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葉ニンニクのガーリックシュリンプ

厚木市上古沢で、年間を通して露地野菜を生産しています。葉
ニンニクは、管内で栽培が始まった当初から毎年生産しており、
冬の主力品目の一つ。12月中旬から2月中旬にかけて、夢未市とグ
リーンセンターに出荷しています。
栽培では、堆肥や自家製の腐葉土を使った栄養豊富な土作り

を行うほか、生育初期の病害虫防除には特に気を配り、色づきや
品質、食味の良い葉ニンニクの生産に努めています。
葉ニンニクは、食べてもにおいが残りにくいだけでなく、炒め物

や鍋、スープなど、さまざまな料理に活用できる万能野菜です。新
鮮なものは、細かく刻んで薬味として使うのもおすすめ。ぜひ、食
欲をそそる香りを楽しみながら味わってみてください。

1月のおすすめ「葉ニンニク」
旬の農産物情報旬の農産物情報

作り方

葉ニンニク................................................... 1本
エビ.......................................................... 250g 
　片栗粉 .............................................大さじ1
　塩................................................. 小さじ1/2
　オリーブオイル..............................大さじ2
　塩................................................. 小さじ1/2
　粗びき黒コショウ...............................少々
バター...........................................................10ｇ

今月のレシピ

A

B

鮮度が重要な葉ニンニクは、直売所だからこそ出会える希
少な野菜。ポリフェノールやビタミンC、ビタミンEなど、豊富
な栄養素をバランス良く含んでいます。

材料（2人分）

①葉ニンニクはみじん切りにする。エビは背ワタを取って殻をむ
き、Aを振りかけてよくもみ込んでから水で洗い、臭みを取
る。エビの水気はキッチンペーパーで拭き取る。
②ボウルにBを入れて混ぜ合わせ、①を加えて和える。10分ほ
ど置いて味をなじませる。
③フライパンを中火で熱し、②のエビを入れて焼く。両面がこん
がりしたら、ボウルに残ったオイルと葉ニンニク、バターを加
え、バターが溶けて全体になじむまで焼いたら完成。

井上 忠さん
（小鮎地区）

いのうえ ただし

私が生産する
葉ニンニクは夢未市・
グリーンセンターで
販売しています！

管内9カ所で農業まつりを開催

清川茶を使った粉末茶が新登場

多様な催しが行われたミニデイサービス

「花の植栽事業」で清川村の園児と交流

特集

ふるさと先生の萩原トミエさん作 2025年の干支「巳」

夢ある未来へ 人とともに、街とともに、大地とともに…

情報誌

農業でつながる笑顔の輪 ～明るい未来を願って～
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愛
情
込
め
て
生
産

小
ま
め
な
生
育
管
理
で

良
質
な
農
産
物
を

荻野地区にある32アールの
圃場で、露地野菜や米を生
産。自作の堆肥を活用し、品
質の向上に努めています。

厚木市上荻野

神
か ん ざ き

崎 勝
か つ ゆ き

之さん（84）

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
日
々
営
農

荻
野
川
近
く
の
自
然
豊
か
な
地
で
農
業

を
行
う
神
崎
さ
ん
。
66
歳
ま
で
は
、
障
子

や
襖
な
ど
を
作
る
建
具
職
人
と
し
て
働
く

傍
ら
、
兼
業
で
農
業
を
行
い
、
現
在
も
米

や
野
菜
を
作
り
な
が
ら
大
切
な
農
地
を

守
っ
て
い
ま
す
。

野
菜
は
、
カ
ボ
チ
ャ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、

ソ
ラ
マ
メ
な
ど
、
年
間
約
15
種
類
を
栽
培
。

稲
わ
ら
と
牛
ふ
ん
を
混
ぜ
て
作
る
自
作
の

堆
肥
を
活
用
し
、
良
質
な
土
作
り
に
つ
な

げ
る
な
ど
、
循
環
型
農
業
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
定
植
す
る
野
菜
の
苗
は
、
全
て
種

か
ら
育
て
る
ほ
か
、
連
作
障
害
を
防
ぐ
た

め
、
畑
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も
考
え
な
が

ら
栽
培
を
進
め
て
い
ま
す
。
土
地
柄
、
ア

ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
動
物
が

現
れ
る
こ
と
も
多
く
、
函
わ
な
の
設
置
で
、

作
物
へ
の
被
害
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

JA あつぎ
マスコットキャラクター
ゆめみちゃん

土 ともに

土とともに

と
農業で地域を支える生産者を紹介

農業で地域を支える
生産者を紹介

土土土 とともに
農業で地域を支える生産者を紹介

https://www.ja-atsugi.or.jp/
JAあつぎ 検 索

▲JAあつぎ公式
「ゆめみちゃんねる」

▲農産物直売所
「夢未市」

▲ＪＡあつぎ公式

▲農産物直売所
「夢未市」
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農
産
物
品
評
会
に
も
積
極
的
に
出
品

11
月
に
行
わ
れ
る
荻
野
地
区
農
業
ま
つ

り
の
農
産
物
品
評
会
に
は
、愛
情
込
め
て
育

て
た
野
菜
を
出
品
し
て
い
ま
す
。シ
ョ
ウ
ガ

は
、令
和
４
年
・
５
年
と
２
年
連
続
で
優
等

賞
・
厚
木
市
長
賞
に
輝
い
た
こ
だ
わ
り
の
一

品
。乾
燥
に
弱
い
こ
と
か
ら
、猛
暑
が
続
く

近
年
は
栽
培
に
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、作
物

の
状
態
を
見
極
め
た
小
ま
め
な
か
ん
水
や

追
肥
を
施
し
、令
和
6
年
も
見
事
優
等
賞
・

厚
木
市
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

神
崎
さ
ん
は「
一
か
ら
大
切
に
育
て
る
野

菜
が
元
気
に
成
長
し
、収
穫
を
迎
え
た
と
き

は
、達
成
感
を
感
じ
る
。家
族
や
親
戚
、近
所

の
人
な
ど
、食
べ
た
人
が
笑
顔
に
な
り
、お

い
し
い
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
や
り

が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
試

行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、日
々
農
業
に
励
ん

で
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
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組合員組織の代表者に今年の抱負を聞きました

①活動継続してつながり強化
昨年は、3年目となる生産組合員へのヒ
マワリの種子配布を実施し、景観美化を
通じた地域活性化を目的とする「地域に
ヒマワリを咲かせる活動」への参加団体
が増加したほか、女性部や自治会などに
も参加いただき、地域の輪が一層広がり
ました。家庭雑誌「家の光」にも活動を取
り上げていただき、生産組合の取り組み
を広くPRできたことをうれしく思います。

②絆を深めて地域を支える
地域農業や将来の食を守るためには、
生産者の営農継続はもちろん、地域と
のつながりを未来に紡ぐことが大切で
す。地域を支える組織の一つとして協同
活動に取り組み、人と人との絆を深め、
引き続き食と農への理解促進を図ってま
いります。また、生産組合長改選の年
を迎え、新たな風を取り入れながら組
織の維持・継続に努めるとともに、JA
とのさらなる連携強化を進めていきます。

③地域の食・農を守るために
地域農業を取り巻く環境は依然として
厳しい状況が続く中、私たち農業者は、
地域農業の振興を図るとともに、新鮮な
地場農畜産物の提供に努めてまいりま
すので、引き続き組合員・地域の皆さ
まの応援をよろしくお願いいたします。

①活動再開で部員の交流が活発化
昨年は、コロナ禍で中止していた「家

の光クッキングフェスタ」を5年ぶりに開催
しました。10年以上続く活動を再開する
ことができ、部員相互の交流はもちろん、
地場農畜産物を使った料理で、笑顔あ
ふれる時間を過ごすことができました。こ
の他、親睦旅行や農業まつりにおける料
理の振る舞いなど、コロナ禍以前の活動
に戻ったことを大変うれしく思います。

②女性部の魅力を多くの人へ伝える
高齢化に伴う部員の減少は、課題の

一つです。女性部を維持・活性化させる
ため、加入に向けた一人一人の声掛け
はもちろん、組織としての魅力や活動の
楽しさを実感してもらえるよう、引き続き
体験入部制度「ふれあい体験」を実施し
ていきたいと考えています。また、多くの
部員が集う機会も増やしていきたいと
思っています。参加を通じて「女性部は楽
しい！」と感じてもらえたらうれしいです。

③積極的な仲間づくりを展開
女性部では、多様なニーズに合わせた

活動を展開し、満足度の向上と地域の活
性化を図っています。健康で心豊かな生
活の実現に向け、女性組合員の皆さん、
ぜひ一緒に活動していきましょう。ご興味
ある方は、お気軽にお声掛けください。

農業や暮らしを通じた組合員同士の
つながりにより、明るく元気な地域づ
くりに向けて活動を展開しています。

生産組合

JAあつぎ
生産組合長会 
会長

内海 則行さん

①主体性のある青壮年部活動を
昨年はこれまでの活動に加え、営農
経済センター「あぐりべぇ」で、地場産米
を使ったポン菓子の実演配布を新たな
活動として実施しました。部員からの「あ
ぐりべぇ」を盛り上げたいとの意見を具
現化し、老若男女問わず多くの来場者
に楽しんでもらうことができました。部員
一同、主体的な活動の成果が実を結ん
だことに大きな喜びを感じています。

②若者らしく颯爽と生きる
今年は、青壮年部理事の改選の年とな

ります。目まぐるしく変革していく時代だか
らこそ、青年農業者の意見や行動が、こ
れからの地域農業・JAに必要であると認
識しています。また、各種活動では、今ま
での取り組みを継続しつつ、農業経営に
必要な知識・技術を深めるための視察研
修を予定しています。今後も、若者らしい
柔軟な思考で、JAあつぎの未来を支えて
いきたいと考えています。

③地域農業の活性化を目指して
私たち青壮年部は、管内農業を守り、
継承していく存在であることを自認し、JA
や行政、関係機関と連携した、都市農業
における「あつぎスタイル」の確立を目指
してまいります。今後も、青壮年部活動へ
のご理解・ご協力をお願いいたします。

若手農家が集まり、助け合いながら、
より良い地域農業の実現に向けた取
り組みを展開しています。

青壮年部

うちうみ　 のりゆき

JAあつぎ
青壮年部
部長

鈴木 貴さん
すずき     たかし

食や農、暮らしに関心のある女性が集
まり、健康で心豊かな生活を送るため、
多岐にわたる活動を展開しています。

女性部

JAあつぎ
女性部協議会
会長

桂 壽美江さん
かつら     す     み     え

今年の漢字は「継」
組合員・地域と共に、長い年月を歩んできたJAあつぎは、先
人たちの教えや取り組みの多くを受け継ぎながら、時代に合
わせてさまざまな進化を遂げてきました。この先も、私たちの
学びや経験の多くを次世代へ継承していくとともに、総合事業
の展開を通じて組合員・地域住民の暮らしのサポートを継続
し、持続可能な農業・地域・JAの確立に努めてまいります。

あけましておめでとうございます。
皆さまには、輝かしい新年をお迎えのことと心からお慶び申

しあげます。平素から組合員の皆さまには、JAの事業活動にご
理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
さて、JAを取り巻く環境は、農業生産資材価格の高止まりや、
記録的な猛暑による農作物の生育不良など、地域農業を脅か
す懸念材料が少なくありません。さらに、昨年の夏には米の供
給が不安定となり、一時的にスーパー等の商品棚から姿を消
すなど、国内の農畜産物に対して注目が集まったほか、「食料・
農業・農村基本法」の改正を受け、食料安定供給や農畜産物
の適切な価格形成に向けた具体策の検討が進んでいます。ま
た、日米首脳の交代や日銀による金融政策の変更など、社会・
経済面についての先行きは、依然として不透明な状況です。
このような中、JAあつぎは、厚木市都市農業支援センターと
の連携を一層強化し、各地区の営農指導員等による相談機能
を強化するなど、組合員が安心して農業に取り組むことのでき
る環境づくりを進めています。昨年には、営農に係る課題を解決
し、持続可能な地域農業を確立するため、三田地区に営農経
済センター「あぐりべぇ」を開設しました。新設したライスセンター
では、管内主要作物である米の生産をサポートするとともに、グ
リーンセンターには新たに営農相談窓口を設置するなど、農業

に係る総合的なサービスの充実と、安全・安心な地場農畜産物
の安定供給を図ってまいります。
組織基盤の強化に向けては、地区運営委員会や協同活動

推進委員会と連携した、組合員・地域住民とのつながり強化に
向けた活動を展開するとともに、生産組合をはじめとする組合
員組織への各種支援を行っています。さらに、支所店を中心とし
た魅力ある事業活動の展開によって、総合事業の機能を最大
限に発揮し、JAの役割を誠実に果たすことで、組合員・利用者
満足度の向上を図っています。今後は、一層厳しい経営環境と
なることが想定されることから、先を見通した成長・効率化戦略
の実践と経営管理の高度化により、持続可能な経営基盤の確
立・強化に取り組んでまいります。自己改革については、組合員
との徹底した対話を通じた意見・要望を反映し、策定・実践・進
捗管理する「自己改革実践サイクル」に基づき、さらなる深化を
進めてまいります。
今後もJAあつぎが「農業を軸とする地域に根ざした協同組

合」として皆さまと共に歩み続けるために、管内農業の振興と地
域の活性化に尽力することで、組合理念の実現に結び付けて
まいります。
末尾となりますが、組合員の皆さまのご健勝とご多幸を祈念

申しあげ、新年のあいさつといたします。

総合事業や営農支援の展開で
持続可能な農業・地域の確立を

厚木市農業協同組合

代表理事組合長 大貫 盛雄
お お ぬ き も り お

①昨年の活動を振り返って　　②今年の活動抱負　　③最後に一言メッセージ
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▲次世代部コーナーでは温かいコーヒーを販売

▲「荻野手芸部」が手作りの手芸品販売を実施
▲郷土芸能「飯山白龍太鼓」の力強い音色を披露

11/10（日） 依知地区11/10（日） 荻野地区11/17（日） 小鮎地区 11/17（日） 睦合地区11/17（日） 玉川地区

▲大正琴やカラオケで会場を盛り上げた演芸発表会

品評会での受賞
おめでとうございます！

特集

農
業
で
つ
な
が
る
笑
顔
の
輪

〜
明
る
い
未
来
を
願
っ
て
〜

11
月
10
日
・
17
日
の
２
日
間
に
か
け
て
は
、管
内
８
会
場
で
各
地
区
農
業

ま
つ
り
、11
月
23
日
に
は
第
54
回
厚
木
市
農
業
ま
つ
り
畜
産
祭
・
収
穫
祭
が

開
か
れ
ま
し
た
。実
り
の
秋
を
祝
い
、各
会
場
で
は
、サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で

の
各
種
販
売
を
は
じ
め
、生
産
者
が
持
ち
寄
っ
た
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、花
、

植
木
な
ど
の
地
場
農
畜
産
物
の
即
売
を
実
施
。協
同
活
動
を
通
じ
て
組
合

員
相
互
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、地
域
農
業
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

つきたてのお
餅は格別♪

▲毎年人気の青壮年部による野菜の無料配布

よく狙ってね！
手
芸
体
験
で

パ
ン
ダ
を
制
作
！

畜産コーナーでは、試食やパネル展示、
蜂蜜機の体験などを実施！

第
54
回
厚
木
市
農
業
ま
つ
り
畜
産
祭
・
収
穫
祭

新鮮な地場農畜産物や、
焼き栗、餅、漬物などの
農産加工品の販売
ブースは大にぎわい♪

各組織の出店ブースも
盛り上がりました♪

各
地
区
農
業
ま
つ
り

地
場
産
の
お
花

き
れ
い
だ
ね
♪

恒例のゴボウの
売り出しは
今年も
大人気！

た
く
さ
ん
の
ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪
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▲特産品「清川茶」の詰め放題が大人気 ▲女性部バザーでは服や食器、雑貨などが並んだ

▲地場農産物や加工品が並んだ農産物品評会

清
川
恵
水
ポ
ー
ク
も

移
動
販
売
車
で
登
場
♪

抽選会や起震車体験、
足柄茶詰め放題など
大人も参加できる
催しが盛りだくさん！

品評会に出品された農産物の
一部は福祉施設に寄贈しました！

親子夢未Kidsスク
ールで

育てたもち米をど
うぞ！

友好協定を
締結した

JAいちかわも出店♪
梨の加工品などが
並びました！

フェイスペイントやスタンプラリーで
楽しい1日を過ごしたよ！

ミニSL
出発！！

11/10（日） 南毛利地区11/10（日） 相川地区11/17（日） 清川地区

厚木産豚の
ホルモン、焼きたて
をどうぞ！

【
第
47
回
依
知
地
区
】　
優
等
賞

　

サ
ツ
マ
イ
モ	

　
　

澁
谷　

洋
子
①

　

サ
ト
イ
モ	

　
　

萩
原　

克
則
②

　

み
そ	

　
　

藤
野
美
江
子
③

　

カ
キ	

　
　

井
上　

謙
治
③

　

シ
ョ
ウ
ガ	

　
　

座
本　

忠
明
④

　

サ
ツ
マ
イ
モ	

　
　

河
輪　

正
己

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ　

片
倉　

清
勝

　

ネ
ギ	

　
　

清
水　
　

功

　

ピ
ー
マ
ン	

　
　

清
水　
　

功

　

カ
キ	

　
　

森
田　

秀
男

【
第
48
回
荻
野
地
区
】　
優
等
賞

　

シ
ョ
ウ
ガ	

　
　

神
崎　

勝
之
①

　

サ
ト
イ
モ	

　
　

川
瀬　

俊
宏
②

　

ネ
ギ	

　
　

大
谷
千
恵
子
③

　

サ
ツ
マ
イ
モ	

　
　

難
波　

博
文
③

　

カ
キ	

　
　

難
波　

教
彰
③

【
第
47
回
睦
合
地
区
】　
優
等
賞

　

ダ
イ
コ
ン	

　
　

藤
井
ト
メ
子
①

　

サ
ツ
マ
イ
モ	

　
　

栗
原　

富
栄
②

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ　

井
上　

久
和
③

　

菓
子
類	

　
　

圓
子　

清
美
③

　

サ
ト
イ
モ	

　
　

藤
井
ト
メ
子
④

　

ジ
ャ
ム	

　
　

小
島　

敬
子
④

　

カ
キ	

　
　

小
池　

勝
子

　
　

	

　

	（
睦
合
支
所
長
賞
）

　

キ
ュ
ウ
リ	

　
　

田
所　

武
久

　
　
　
　
　

	

　
　
（
北
支
店
長
賞
）

【
第
47
回
小
鮎
地
区
】　
優
等
賞

　

カ
ブ	

　
　

長
澤　

勝
彦
①

　

コ
ン
ニ
ャ
ク	

　
　

加
藤
芙
佐
子
②

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ　

伊
藤　

梅
夫
③

　

サ
ツ
マ
イ
モ	

　
　

永
島　

忠
雄
④

　

ミ
カ
ン	

　
　

森　

登
喜
子

　

サ
ト
イ
モ	

　
　

髙
橋　

寛
司

　

ハ
ク
サ
イ	

　
　

市
野　

茂
男

　

み
そ	

　
　

門
倉
ユ
ワ
エ

　

サ
ト
イ
モ	

　
　

沼
田　

道
男

　

レ
モ
ン	

　
　

長
澤　

優
樹

　

ピ
ー
マ
ン	

　
　

山
本　

金
五

【
第
50
回
玉
川
支
所
】　
優
等
賞

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー	　
　

三
橋　

正
巳
①

　

サ
ツ
マ
イ
モ	

　
　

髙
橋　

一
憲
②

　

小
カ
ブ	

　
　

半
谷　

克
巳
③

　

梅
干
し	

　
　

高
橋　

節
子
③

　

サ
ト
イ
モ	

　
　

後
藤　
　

一

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ　

猿
渡　

貞
夫

　

レ
モ
ン	

　
　

三
橋
美
智
代

【
第
49
回
南
毛
利
地
区
】
優
等
賞

　

ダ
イ
コ
ン	

　
　

伊
藤　

直
文
①

　

ハ
ク
サ
イ	

　
　

内
藤　

佳
康
②

　

キ
ュ
ウ
リ	

　
　

神
﨑　

由
美
③

　

梅
干
し	

　
　

木
原　

淳
子
③

　

サ
ト
イ
モ	

　
　

奥
田　

茂
子

　

カ
キ	

　
　

溝
呂
木
晃
一

【
第
49
回
相
川
地
区
】　
優
等
賞

　

ト
マ
ト	

　
　

和
田　

定
通
①

　

み
そ	

　
　

内
田
き
よ
み
②

　

キ
ャ
ベ
ツ	

　
　

小
菅　

辰
代
③

　

バ
ラ	

　
　

内
田　

博
夫
③

　

ミ
カ
ン	

　
　

大
貫
千
代
子

　
　
　

(

農
業
ま
つ
り
実
行
委
員
長
賞)

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ　

髙
橋　
　

修

　

サ
ト
イ
モ	

　
　

池
谷　

栄
一

　

ユ
ズ	

　
　

鈴
木　

新
一

　

カ
キ	

　
　

大
貫
千
代
子

　

ニ
ン
ジ
ン	

　
　

大
貫
千
代
子

　

ダ
イ
コ
ン	

　
　

大
貫　

浩
一

　

そ
の
他
加
工
品	　
　

小
菅　

洋
子

　

カ
キ	

　
　

加
藤　
　

悟

　

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ	　
　

内
田　

博
子

　

サ
ツ
マ
イ
モ	

　
　

内
田　

博
夫

厚
木
市
農
業
ま
つ
り

畜
産
祭
・
収
穫
祭

農
産
物
品
評
会
　
優
等
賞

ネ
ギ	

【
依
知
】藤
岡
ふ
み
子
③

キ
ャ
ベ
ツ	

【
依
知
】澁
谷　

惠
司

　
　
　
　
　
　
　
　

	（
神
奈
川
県
知
事
賞
）

み
そ	

【
依
知
】大
野　

仁
美

　
　
　
　
　
　
　
　

	（
神
奈
川
県
知
事
賞
）

ユ
ズ	

【
荻
野
】青
木　

好
子

	（
県
央
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会
会
長
賞
）

ジ
ャ
ム	

【
荻
野
】難
波　

量
子

（
神
奈
川
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
）

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ	

【
荻
野
】田
口　
　

昭
②

花
ユ
ズ	

【
睦
合
】落
合　

弘
通

　
　
　
　

	（
神
奈
川
県
園
芸
協
会
会
長
賞
）

サ
ツ
マ
イ
モ	

【
睦
合
】栗
原　

富
栄

　
　
　
　
　
　
　

	（
厚
木
市
議
会
議
長
賞
）

シ
ョ
ウ
ガ	
【
睦
合
】中
川　
　

博

（
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

					

神
奈
川
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞
）

コ
マ
ツ
ナ	

【
南
毛
利
】伊
藤　

洋
文

（
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　

		

神
奈
川
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞
）

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ	

【
南
毛
利
】伊
藤　

久
美

　
　
　
　

	（
神
奈
川
県
農
業
会
議
会
長
賞
）

ダ
イ
コ
ン	

【
南
毛
利
】伊
藤　

久
美
③

コ
カ
ブ	

【
南
毛
利
】伊
藤　

洋
文
①

ニ
ン
ジ
ン	

【
南
毛
利
】伊
藤　

久
美

	（
県
央
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会
会
長
賞
）

カ
キ	

【
南
毛
利
】髙
澤　

成
好
①

レ
モ
ン	

【
南
毛
利
】神
﨑　

吉
男

（
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
　
神
奈
川
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞
）

梅
干
し	

【
南
毛
利
】木
原　

淳
子

	（
県
央
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会
会
長
賞
）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー	

【
相
川
】内
田　
　

勇

　
　
　
　

	（
神
奈
川
県
園
芸
協
会
会
長
賞
）

ミ
カ
ン	

【
相
川
】大
貫
千
代
子
③

バ
ラ	

【
相
川
】内
田　

博
夫
②

畜
産
祭
共
進
会
　
優
等
賞

経
産
牛
７
類	

【
荻
野
】曽
根　
　

隆
①

　
　
　
　

	（
神
奈
川
県
農
業
会
議
会
長
賞
）

育
成
牛
３
類	

【
荻
野
】曽
根　
　

隆
③

　
　
　
　

	（
厚
木
愛
甲
獣
医
師
会
会
長
賞
）

品
評
会
表
彰

①
厚
木
市
長
賞

②
厚
木
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

③
厚
木
市
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
賞

④
地
区
生
産
組
合
長
会
会
長
賞

※
順
不
同
・
敬
称
略

各
地
区
農
業
ま
つ
り
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グリーンニュース

JAあつぎホームページでも
最新トピックスを紹介しています。

https://www.ja-atsugi .or. jp/

ぎからは12 人の組合員と7 人の職員が表彰されました。
現在、国際情勢や円安などの影響で生産資材価格が依

然として高騰・高止まりし、農産物の生産に配慮された価
格形成ができておらず、担い手が生産コスト増を負担して
いるなど、農業を取り巻く情勢は厳しさを増しています。

こうした中、JAグループ神奈川では、組合員・役職員
が一体となって食・農・地域の未来を創るべく、対話を通
じて組合員などの評価と意思を反映した事業活動を展
開し、持続可能な農業・JA 経営基盤の確立・強化・発展
を目指していきます。併せて、JA の人材不足解消に向け
て、働きがいのある職場づくりに積極的に取り組んでいき
ます。

綾瀬市オーエンス文化会館で11月28日、第 77 回神奈
川県農業協同組合大会が開かれ、組合員や県内 JA、連
合会の役職員ら約 1,000 人が参加しました。当日は、次
期 3カ年の指針として「未来につなぐ協同の力～食と農を
支える協同活動と総合事業の展開～」をスローガンに、
①かながわ農業と健康で豊かなくらしを支える事業および
活動の展開、②持続可能な協同組合としての組織基盤・
経営基盤の確立と人づくりに取り組むことを決議。JA 運
動の発展に尽くした組合員や役職員が表彰され、JA あつ

会場には多くの組合員・役職員らが出席

組
合
員　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

職
　
　
員

鈴
す ず き

木 八
や ち よ

千代
依知地区

中
なかむら

村 順
じゅんじ

次
玉川地区

古
ふるしょう

性 八
や ち よ

千代
依知地区

神
かんざき

﨑 吉
よ し お

男
南毛利地区

三
み す

栖 幸
ゆ き お

雄
荻野地区

平
ひらもと

本 恭
やすひさ

尚
南毛利地区

渡
わたなべ

邉 精
せいいち

一
睦合地区

門
かどくら

倉 君
き み よ

代
相川地区

中
なかむら

村　優
まさる

小鮎地区

鈴
す ず き

木 一
か ず え

恵
相川地区

辻
つじ

　惠
え み こ

美子　
小鮎地区

山
やまぐち

口 文
ふ み こ

子
清川地区

中央会長表彰

第74回県農協大会決議実践状況報告

遠え
ん
ど
う藤 

大だ
い
す
け輔

　

厚
農
商
事
㈱

営
業
第
二
課
係
長

臼う
す
い井 

直な
お
と人

　

総
務
部

　
　
　

人
事
課
係
長

杉す
ぎ
や
ま山 

誠せ
い
じ司

　

経
済
部

　
　
　
農
機
課
係
長

松ま
つ
ば
ら原 

真ま

す

み
寿
美

　

宮
の
里
支
店

　
　
　
業
務
課
係
長

西に
し
か
わ川 

秀ひ
で
お雄

　

経
済
部

　
　
　
葬
祭
課
主
任

髙た
か
い井 

聡さ
と
こ子

　

玉
川
支
所

　
　
　

業
務
課
係
長

曾そ

ね根 

美み
ゆ
き幸

　

清
川
支
所

　
　
　
業
務
課
主
任

厚木市農業まつり畜産祭・収穫祭ではJAいちかわが梨商品などを販売

相互支援へネットワーク強化
JAいちかわと友好協定を締結

JAあつぎと千葉県のJAいちかわは11月11日、相互の地
域特性を生かし、組合員の営農・暮らしの向上と、大規模
災害時の相互支援へ、友好 JAの協定を結びました。

同協定では、①特産物の販売連携、②人的交流の実
施、③社会貢献活動、④災害時相互支援活動を主に盛り
込んでいます。特産物の関係では、国消国産・地産地消の
推進に向けた販売連携のほか、海外輸出のノウハウや情
報交換も進めていきます。災害対策では、大規模災害発

協定書を交わした大貫組合長㊨と今野組合長㊧

生時の迅速な応急対策や復旧・復興に向け、物資や資機
材の供給、職員の派遣など、相互支援へのネットワーク強
化を図ります。

JAあつぎの大貫盛雄組合長は「地域特性を生かした総
合事業において情報交換をしていきたい。災害支援につい
ても、迅速な対応に向け、協同の力を互いに発揮していけ
たら」と話しました。JAいちかわの今野博之組合長は「両
JAは東京の通勤圏内にある。農産物の加工品化や輸出な
ど、蓄積してきたノウハウを共有し、都市農業の振興につ
なげていきたい」と話し、互いの協力を誓い握手を交わし
ました。

チーム対抗で「輪投げ」を楽しむ部員

部会員㊨とともにイチゴの生育状況を確認する担当者ら

経営基盤強化目指す
第77回神奈川県農業協同組合大会

厚木市園芸協会いちご部会は11月1日、早期の病害虫対
策を通じ、地場産イチゴの品質や収量の向上につなげようと

「天敵農薬巡回」を実施しました。
当日は、JA職員をはじめ、同市、県農業技術センター、農

薬メーカーの担当者らが、部会員のハウスを巡回。果皮の色・
食味に影響を及ぼすホコリダニやアザミウマについて、近年
の発生事例と有効な対策方法を共有し、天敵農薬「スパイ
デックスバイタル」などの効果を最大限に引き出すため、適切
な導入時期を再確認しました。

良質なイチゴ生産へ巡回実施
いちご部会「天敵農薬巡回」

睦合地区女性部は11月1日、部員相互の交流を図り、健康
意識を高めようと「健康フェスティバル」を開きました。

当日は、農業に関するクイズや輪投げ、尿失禁予防に役立つ
「みつばち体操」などを実施。健康講座では、相模原協同病
院の栗原賢紀さんを講師に招き、「病院の上手な受診の仕方」
について、病状や生活様式に合った病院の機能・役割の違いな
どを学びました。

部員は「健康をテーマに運動も学びも深めることができた。
日ごろの生活に生かしていきたい」と話しました。

運動しながら笑顔で交流を
睦合地区女性部「健康フェスティバル」
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講師からシクラメンの管理方法を学ぶ参加者

実例を交えた不動産活用術を学ぶ部会員

同祭で地元の米や組織の取り組みをPRする部員

JAあつぎ管内で生産されるシクラメンが12月、出荷最盛期
を迎えました。今年は記録的な暑さが長期間続き、生育の遅
れが懸念されましたが、遮光カーテン・循環扇の使用や、小
まめなかん水など、各農家で対策に努め、彩り豊かな品質の
高いシクラメンに仕上がりました。

12月3日には、地域農業の理解促進と地産地消の推進に
向け、准組合員を対象とした「シクラメン・冬の鉢花の育て方
講習会」が開かれました。当日は、JAの営農技術顧問が講師
を努め、花を長く楽しむ方法や、夏越しのポイントなどを紹
介。学んだ知識や技術を自宅で実践してもらおうと、シクラメ
ンを1鉢プレゼントしました。

彩り豊かな冬の風物詩が出番
シクラメン出荷最盛期・育て方講習会

趣味別グループによる発表を鑑賞する参加者玉入れを楽しむ参加者

助け合い活動すずしろは、地域に住む高齢者の健康で
心豊かな生活をサポートしようと、ミニデイサービス「すず
しろいきいきクラブ」を開いています。11月7日から12月10
日にかけては5 地区で開催し、約 90 人が参加しました。

各会場では、パラリンピックの正式種目である「ボッ
チャ」をはじめ、軽体操や楽器演奏、手芸など、さまざま
な催しを展開。参加者は「ここに来ることが毎年の楽しみ」

「普段会えない地域の皆さんと交流ができてうれしい」と
笑顔を浮かべながら、会話やイベントを楽しみました。

笑顔あふれるミニデイ開催
すずしろいきいきクラブ

次世代部「Neoフレミズ」とフレッシュミズは11月13日、新
たな仲間の輪を広げて次世代との活発な活動につなげよう
と、アマンダンヒルズで「ランチ交流会」を行いました。

当日は、約60人が参加。フラダンスやウクレレなどの趣味
別グループによる発表が行われたほか、JAが委嘱する「食と
くらしのマイスター」の服部美和さんを講師に、ハーブソルト
作りを行いました。会食では、地元の旬の食材をふんだんに
使ったワンプレートランチが用意され、日ごろの活動や組織の
魅力について共有を図りながら交流を深めました。

園児一人一人に花きを手渡す代表者

若手農家自慢の米を提供
青壮年部「KOME-1グランプリ」

青壮年部は、生産技術の向上と組織活動の認知
度向上を目的に、部員が生産した令和6年産米の食
味を競う「KOME-1グランプリ」を開催しました。

審査は、食味計による成分測定と、部員・JA職員
による実食の2段階に分けて実施。合計点でグラン
プリを決定しました。上位3人の米は「第54回厚木
市農業まつり畜産祭・収穫祭」で提供。部員が生産
する野菜や豚肉を使って商品化した「JAあつぎ青壮
年部カレー」と合わせて来場者に振る舞い、米の食
味や特徴について説明しながら、取り組みをPRしま
した。

鈴木貴部長は「多くの部員が育てる米について、
栽培技術の向上と地域へのPRを同時に実現できた
らと考え、取り組んでいる。今後も、若手農家のアイ
デアを生かし、地域農業を盛り上げていきたい」と話
しました。

清川支所生産組合長会は11月14日、同村煤ヶ谷にある「あおぞ
ら保育園」と「村立清川幼稚園」を訪問し、ビオラやストック、キ
ンギョソウなどの地場産花きを合計で400 鉢寄贈しました。

この取り組みは、花を育てることを通じて、子どもたちの思いや
りの精神や美しさを感じる心を育むとともに、地域と一体となった
活動で、世代間交流の促進や関係性の構築につなげています。

園児は、花の名前や特徴、水やりなどの管理方法について学び
ながら、今後の成長に期待を寄せました。

山田一夫会長は「花を見たときの子どもたちの笑顔が印象的だっ
た。今後も、健やかな成長をサポートしていけたら」と話しました。

清川村で育てられた茶のお
いしさや魅力を伝え、茶 業 振
興につなげていこうと、同村が

「KIYOKAWA CHABACCO（きよ
かわちゃばこ）」の販売を開始し
ました。たばこのパッケージを模
した箱にスティックタイプの粉末
茶が入った商品で、水やお湯に
溶かすだけで手軽に清川茶を味
わえると、注目を集めています。
パッケージには、同村の「宮ヶ
瀬クリスマスみんなの集い」で
イルミネーションに彩られるジャ
ンボクリスマスツリーと、８月の

「青龍祭」に登場する２体の龍
があしらわれています。

同商品は、1 箱 500円（税込）。「道の駅清川」や、JA 農産物直
売所「夢未市」・「グリーンセンター」などで販売しています。

彩り豊かな地場産花き手渡す
清川地区「花の植栽事業」

清川茶で「一服」どうぞ
「KIYOKAWA CHABACCO」販売開始

知識向上へプロから学ぶ
資産保全部会「支部合同研修会」

資産保全部会は10月31日、令和6年に変更され
た生前贈与に関する制度や、相続登記に関する制度
への理解を深めようと、JA本所で「支部合同研修会」
を開きました。

当日は、ランドマーク税理士法人代表税理士の清
田幸弘氏による「相続対策としての不動産活用術」
と、全農神奈川県本部の本荘隆之氏による「令和7
年4月以降に着工の木造戸建建築物にかかる改正」
の2つの研修項目が実施されました。

新たな仲間の輪広げる
アマンダンヒルズ「ランチ交流会」

商品をPRする岩澤村長

出荷に向け葉組み作業に汗を流す生産者

グリーンニュース

JAあつぎホームページでも
最新トピックスを紹介しています。

https://www.ja-atsugi .or. jp/
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●詳しくは、各地区の営農指導員または指導販売部（担当：営農指導課）　☎ 221-2273までお問い合わせください

営 農通信

Let's trial

農薬の使用方法の
再確認について

農薬は、良質な農作物を栽培する上で重要な役割を持ち、適正に使用すれば安全なものです。しかし、
使用方法を誤ると、使用者、周辺住民、家畜、環境などに対する被害が発生するほか、農作物から食
品衛生法に基づく農薬の残留基準値を超えた成分が検出されるなど、大きな事故につながることがあり
ます。今回は、農薬の適切な使用に向け、改めてポイントをご紹介します。

営農指導員（本所）

波
な み

 隼
は や と

人

私がご紹介します

・ 農作物を収穫する前に栽培履歴を確認し、農薬を使用

した日から収穫するまでの日数が最新の登録情報の通り

確保されているかを確認してください。

●使用回数を確認
・ 農薬は、その含有する有効成分ごとに使用できる総使用

回数が定められています。栽培履歴に有効成分ごとの

使用回数を記載し、農薬の使用前には再度、栽培履歴

と最新の登録情報の使用回数を確認してください。

●散布時の飛散軽減確認
・ 液体の農薬を散布する場合は、飛散低減ノズルの使用

に努めてください。飛散が少ない粒剤などの使用も検討

してみてください。

・ 農薬の飛散距離は、上昇気流の有無にもよりますが、２

ｍから100ｍといわれています。農薬散布は、上昇気流

が少ない早朝や夕方に行ってください。

・ 風向きをはじめ、無風または風速３ｍ未満かを確認し、で

きる限り農作物の近くで、圃場の外側から内側に向かっ

て散布してください。

注意事項

農薬の使い方は、日々更新されています。使用前には、

ラベルの確認はもちろん、メーカーのホームページなども合

わせ、最新の情報を確認してください。

【誤認しやすい農作物の例】

●詳しくは、各地区の営農指導員または指導販売部（担当：営農指導課）　☎ 221-2273までお問い合わせください

果菜苗の作り方と選び方
野菜作りは苗半作

苗作り中の管理の良しあしが、植え付け後の生育に大きく
影響します。果菜類では、苗作り中に花芽分化が起こり、栄
養成長と生殖成長が同時に進みます。葉菜類では種まきの時
期によってはとう立ちが問題となり、収穫の成否に影響します。

Let's trial

家 庭菜園

農業のお役   立ち情報
       をお   届け！

あぐり
スポット

神奈川県農業技術センター等で野菜の研究と技術指導に従事後、（一
社）日本施設園芸協会で施設園芸及び加工・業務用野菜の生産・流通振
興に携わる。現在、園芸研究家。

園芸研究家　成
なりまつ

松次
じ ろ う

郎 

限られた用土で良い苗を作るためには、良い用土（培

土）が必要です。

・�水はけ（排水性）が良く、水持ち（保水性）、肥持ちに優

れること。

・�生育に必要な肥料養分をバランス良く含み、酸度は弱

酸性〜中性（pH5.8〜7.0）であること。

・病原菌、害虫、雑草種子を含んでいないこと。

・土質が均一で安価、しかも入手しやすいこと。

なお、良質な床土の材料には落ち葉、稲わらなどの有

機物が必要ですが、身近にない場合や少量の苗作りで

は、市販品の利用が簡便です。これらの用土は、組成が

均一で病害虫の心配がありません。

（1）温度
果菜類では成長促進と花芽を作るために、やや高温で

管理します。果菜類の苗作りは気温の低い季節となるの

で、暖かい場所やトンネル内の育苗にします（表1）。

（2）光
苗作りでは十分な光が必要ですが、春夏の苗作りでは

光が強過ぎ、日焼けを起こしたり、しおれが生じる場合

は、寒冷しゃなどで遮光します。生育に応じて苗間を広く

取り、理想的には互いに葉先が触れ合う程度に広い間隔

を取ると良いでしょう。

（3）水分
セルトレーやポット育苗では用土が少ないため、頻繁に

かん水が必要になります。用土の乾き具合をかん水の目

安にしますが、ナス、ピーマン、キュウリではかん水量は

やや多めに、メロン、トマトではやや少なめにかん水しま

す。しかし、苗作りの後半には、苗の徒長を抑えるために

やや乾燥気味に管理します。

（4）慣らし
植え付け前に外気に慣らすことを順化といいます。手

入れの行き届いた環境から気象の影響の大きい畑に植え

付けるため、1週間前くらいから、土を乾き気味にして、

十分に光を当ててやります。

（5）植え付け
果菜類は晩霜の恐れのない時期（平均気温16〜17度

以上）を目安に、逆算して播
はしゅ

種日を決めます（表2）。

良い苗を購入するには、次の点に注意して選びましょう。

・�子葉が付き、茎が太く、節間が詰まって下葉は厚く、緑

が濃くがっしりしているもの。

・病気や害虫が付いていないもの。

・トマトやナスでは、膨らんでいる蕾が見えるもの。

・�トマト、キュウリ、ナスなどの接ぎ木苗は病気に強い台木

が使われているので、値段が少々高くても作りやすい。

・ポット苗では根が発達し、根鉢が完成しているもの（図1）。

育苗用土の条件

苗作り中の管理
良い苗の選び方

・ 使用する農薬に対する慣れから、最新の登録情報を確

認しなかった。

・ 名前や形状が類似した農作物に適用があることから、使

用したい作物にも適用があると思い込み、誤って使用し

た。

・ 近隣の圃場で栽培されている作物に使用した農薬が飛

散した。

・ 防除器具の洗浄が不十分であったため、別の農作物に

使用した農薬が混入した。

●適用農作物を確認
・ 名前や形状が類似した農作物に使用できる農薬でも、

使用したい農作物が対象であるとは限りません。使用し

たい農作物が最新の登録情報に記載されているか必ず

確認してください。

●使用量・希釈倍率を確認
・ 最新の登録情報に記載されている使用量・希釈倍率を

確認し、農薬の量の計算間違いに注意してください。

●使用時期を確認
・ 農薬には「収穫〇日前まで」といった使用時期が定めら

れています。使用する前に必ず最新の登録情報を確認

し、収穫予定日までの日数が確保されているかを確認し

てください。

残留農薬基準値超過の主な原因

不適正な農薬使用を防ぐためのポイント

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています

表1　主な果菜類の育苗温度（目安） 表2　主な果菜類の育苗日数※
図
１

良
い
苗
の
選
び
方（
例 
ト
マ
ト
）参考：長野県「野菜栽培指標」 ※中間地での例　参考：タキイ種苗ウェブサイト「家庭菜園 野菜栽培マニュアル」

品目 誤認しやすい品目 品目 誤認しやすい品目

大豆 エダマメ
（未成熟大豆） レタス 非結球レタス

インゲンマメ サヤインゲン トマト ミニトマト

キャベツ � 芽キャベツ ピーマン シシトウ

ブロッコリー 茎ブロッコリー トウモロコシ
（子実）

スイートコーン
（未成熟トウモロコシ）

ショウガ 葉ショウガ ネギ わけぎ

タマネギ 葉タマネギ ニンニク 葉ニンニク

ダイコン ハツカダイコン
（おろぬきダイコン）
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日時等は変更になる場合がありますので、詳細については、担当部署もしくは最寄りの支所店へお問い合わせください。

困りごとはJAへ

税務相談
所得税・相続税など税に関する相談に
ついてお受けしています。
会　場　JAあつぎ本所３階
　　　　「相談室303」
相談員　JAあつぎ契約税理士
日　程　1月  8日（水）
　　　　2月12日（水）
※13時30分より（1人1時間3人まで）受付順
※ご予約は相談日10営業日前の12時まで
※上記日程以外での予約をご希望の場合は、
　お問い合わせください
お問い合わせ　各支所店

くらしによりそう総合相談会法務相談
各種法律に関する相談についてお受け
しています。
会　場　JAあつぎ本所３階「相談室303」
相談員　高橋暁子顧問弁護士
日　程　1月 8日（水）　  1月21日（火）
　　　　2月 6日（木）　  2月20日（木）
※9時30分より（1人30分5人まで）受付順

お問い合わせ　各支所店または総合相
　　　　　　　談部（担当：総合相談課）
　　　　　　　☎259-7776

お役立ち情報を
お届け

税の
はなしNO.72

無 料 相 談 会 の お 知 ら せ

相続遺言・民事信託、資産形成、ローン、保障
見直し、葬儀、不動産活用などに関する相談
についてお受けしています。
会　場　JAあつぎ本所
相談員　JAあつぎ職員
日　程　1月18日（土）
※10時より（1人1時間5人まで）受付順
※各支所店でも開催しておりますので、
　詳しくはJAあつぎホームページを
　ご確認ください
お問い合わせ　総合相談部
（担当：総合相談課・推進課） ☎259-7776

▲詳しくは
こちら

かわら版 ▲直売所のイベント
カレンダーは、こちら
をご覧ください。

Yumemiichi
Greencenter

事前予約制

新鮮で安全・安心な
農畜産物を食卓へお届けし、
皆さまに食と農の大切さを

お伝えします。

ゆめみちゃんボックス
3,000円（税込）
ご注文受付中！

新鮮な農産物の詰め合わせを
ご自宅までお届け♪

ご注文は指導販売部
（担当：総合販売課）
☎221-2273

夢未市宅配サービス

※ご注文の詳細については、JAあつぎ
ホームページをご覧ください

2月20日（木） 

グリーンセンター講習会のご案内

肥料の種類と
使い方

開催場所：グリーンセンター
開催時間：①10時～11時
　　　　   ②15時～16時
募集人員：各回15人（合計30人）先着順
参 加 費：無料
申 込 先：指導販売部（担当：総合販売課）
　　　  　☎221-2273

夢未市
厚木市温水255
☎290-0141
9時30分～17時

厚木市三田1827-1
☎241-6150
9時30分～17時

（精米機は9時30分～16時30分）

※巡回指導時を除き、
JA営農技術顧問が常駐

グリーンセンター
休業日・営業日時のお知らせ

休業日 休業日

（ジェラートコーナーは10時～16時）

初心者向け

毎月第3水曜日 
（3月・9月は第2水曜日、
1月・8月・12月は除く）

毎月第2水曜日 
（1月・5月は除く）

12月31日～1月4日
1月5日（日）より営業

1月1日～4日
1月5日（日）より営業

厚木産イチゴ

新春初売りの
お知らせ

手土産や贈答品にもおすすめ！

夢未市・グリーンセンターイベント情報

夢未市・グリーンセンターのおすすめ

グリーンセンターのおすすめ

日ごろより、夢未市・グリーンセンターをご利用いただきありが
とうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。両店舗
とも1月5日（日）より営業を開始し、初売りに合わせて毎年ご好評
をいただいております「野菜の福袋」もご用意しています。ぜひご
来店ください。

真っ赤な見た目と甘く芳醇な香りが特徴のイチゴ。夢未市・グリーン
センターでは、今年も地域の生産者が丹精込めて育てた厚木産イチゴ
が出荷されています！地場産ならではの新鮮さと完熟の甘みが自慢の
イチゴは、手土産や贈り物としても毎年大人気。品種も豊富なので、好み
に合わせて購入し、食べ比べを楽しむのもおすすめです♪

1月から5月下旬にかけては、管内のイチゴ
狩り園も開園します！ぜひ、ご家族やご友人と
一緒に訪れ、採れたてのイチゴを味わってみ
てください♪イチゴ狩り園の情報は、22ペー
ジの「インフォメーション」をご確認ください。

そうか病対策や生育向上に 「ソイルサプリエキス」
「ソイルサプリエキス」は、作物の成長に欠かすことのできないアミノ酸・有機酸などを豊富に含む液
状肥料です。水稲などの根張り向上や、果菜類の収量減少の抑制、大豆の肥大などに役立つほか、ジャガ
イモを植え付ける前に種イモの消毒液として使用することで、そうか病対策としての効果も発揮します。

価格：1.2kg  883円（税込）

JAあつぎのホームページでは
イチゴの品種や特徴を
紹介しています♪

1,000円相当の農産物の福袋を
500円(税込)で販売 ※なくなり次第終了

野菜の福袋販売夢未市・グリーンセンターともに
1月5日(日)9時30分より

数量限定

▲詳しくはこちら

相続税法の中には、節税になる制度がいくつかあり、代

表的なものとして「小規模宅地等の減額特例」があります。

この特例は、被相続人が所有していた土地について、一定

の要件を満たすと土地の評価額が減額され、結果として相

続税が少なくなるものです。今回は、被相続人が所有する

自宅の敷地内に、子が家を建てて暮らしている中で相続が

発生した場合をテーマに、ご紹介します。

Q1  小規模宅地等の減額特例が利用できる｢特定居住用宅
地等」とは、どのような宅地が該当しますか？また、実務の
中で一番多く利用されているケースを教えてください。

A1 		特定居住用宅地等は、被相続人や、被相続人と同居ま
たは生計を一にしていた親族が住んでいた家屋の敷地

を親族が相続し、引き続き居住している場合に認められ

ます。相続税の算出において、土地の評価額が80％に

減額されますが、面積は330㎡までという制限がありま

す。実務では、被相続人と一緒に暮らしていた配偶者や

子がその家屋の敷地を相続し、特定居住用宅地等を適

用することによる小規模宅地等の減額特例が一番多く

利用されています。

Q2  特定居住用宅地等の適用におけるややこしいところはあ
りますか？

A2		被相続人と相続人が、生前どのように暮らしていた
か、また、生計は一であったかによって、この特例が認

められる場合と認められない場合があるということで

す。つまり「同居、別居、生計一、生計別」のどれに

当てはまるかが重要になります。

Q3  今回のテーマのように、自宅の敷地内に子が家を建
てた場合、この家屋の敷地は特定居住用宅地等に該
当しますか？

A3		特定居住用宅地等の適用については、次の２つの要件
を満たす必要があります。

　	①	子がその敷地を取得し相続開始の前から家屋に住

み、相続税の申告期限まで有していること。

　	②	被相続人と子が生計を一にしていたこと。

　	 	つまり、今回のテーマにおいては、相続開始時に相続

人である子が生計を一にしていたかが判断のポイン

トになります。

	※	生計一とは、所得税法基本通達(2-47)に準じて取り扱うことと
されています。被相続人と子の間において、常に生活費などの送

金が行われている場合は、生計を一にしているとされます

以上のように、生計が一であったことが「特定
居住用宅地等」の適用のポイントとなりますの
で、被相続人と子が日常生活における金銭面を
共にしていた事実とその証拠を残すことが必要
になります。また、食事を共にしていた、食事を
届けていた、洗濯を行っていたなど、労力の援
助だけでは生計が一であったとはいえないという
ことにも注意をしてください。
詳しくは、ＪＡまでご相談ください。

小規模宅地等の減額特例
〜同じ敷地内に子が家を建てて

暮らしている場合について〜
猪
いのくま

熊 正
ま さ み

美税理士
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寒い季節になると筋肉が硬直し、体の痛
みに悩まされる方も多いのではないでしょ
うか。今回ご紹介するのは、いすの背もた
れなどを使って手軽にできる、片脚立ちの
バランス運動です。血行促進に向け、ぜひ
取り入れてみてください。

痛みが出る際は、無理せず中止しましょう。

今回は、厚木市の北西部に位置する宮の里を巡ります。この地域

は、清川村の宮ヶ瀬ダム建設を受け、移住地として分譲・開発が行われ

たエリア。閑静な住宅街と緑豊かな自然が共存しており、居心地の良

いのどかな雰囲気を感じることができます。訪れた際は、地元の方が開

くお店や直売所、地域に根ざした取り組みなどに触れ、人々の優しさ

と温かさから生まれる交流を楽しんでみてください。

優しさ深まる
人・地域の輪

簡単！
エクササイズ

片脚立ちのバランス運動

体を動かして

散歩の
合間に！

毎日元気に！

小鮎地区
宮の里

※営業時間等は変更となる可能性があります

⑴いすの背もたれを
軽く持ち、準備をし
ます。

⑵片脚を引き上げてバ
ランスを取ります。

⑶⑴の姿勢に戻りま
す。いったん、ひと息
つきましょう。

⑷もう一方の脚を引き
上げてバランスを取
ります。その後、⑴の
姿勢に戻ります。

まで約550m1 4～

3たぬきの森緑地
バス停
「宮の里東」

宮の里四丁目

2 ごはんCafe OKI
1

4 旬の野菜直売所

宮の里一丁目

宮の里児童館

宮の里支店

バス停
「宮の里センター」

宮の里中央
自治会館

熊野神社

穀倉稲荷神社

鷺坂公園
さぎさか

① 鷺
さ ぎ さ か

坂公園
大きな樹木と遊具が並ぶ広々とした公園。秋には美しい紅葉を楽

しむことができるほか、令和 5 年からは、地域の生産組合や女性部、
ボランティアグループが協力して「地域にヒマワリを咲かせる活動」
に取り組んでおり、きれいなヒマワリが夏の公園を彩ります。12月下
旬には、青壮年部小鮎支部による地場農産物の即売会も行われる
など、地域のつながりづくりの場としても活躍しています。

④ 旬の野菜直売所
新鮮な野菜の販売を通じ、地域や消費者との交流を深め

たいという思いから、平成30年より設置している直売所。年
間を通して自家製の旬の農産物を販売しており、冬季は、ハ
クサイやホウレンソウ、サツマイモ、サトイモなどが並びます。
栽培では、「環境に配慮した農業」をモットーに、堆肥やぼ
かし肥料などの有機物肥料を中心に施用。人気の高い野菜
は、複数の品種を取り入れて食べ比べを楽しんでもらうほか、
作付けのタイミングを調整して長期間出荷するなど、消費者
とのコミュニケーションから得たニーズに応えることも大切に
しています。午前中で売り切れてしまう野菜もあるので、早め
の来店がおすすめです。

　厚木市宮の里3-7付近       
※ のぼり旗が目印　  
　早朝～売り切れまで 
　不定休（生産状況により）

② ごはんCafe OKI
地域の人々がコミュニティーを築ける場として、令和6年にオープ

ンしたカフェ。会話や食、周辺の景色を楽しみながら、穏やかなひと
ときを過ごすことができます。店内では、コーヒーやシフォンケーキが
味わえるほか、バッグ・アクセサリーなどのハンドメイド雑貨、パン、
地場農産物などを販売。火曜日と木曜日は、限定10食でランチも提
供しており、厚木産「はるみ」やさまざまな野菜を使った、日替わり
のワンプレートご飯を楽しむことができます。

   厚木市宮の里4-5

③ たぬきの森緑地
「グリーンタウン宮の里」の北部に広がる緑地で、自然の

中を散策することができます。緑地の
奥にはテニスコートが設置されている
ほか、入り口の近くには、「宮の里た
ぬき子ども会」より寄贈されたタヌキ
の石像が置かれています。

   厚木市宮の里3-1

　  厚木市宮の里1-3-11
　  10時～17時（ランチは11時より）

　  046-241-3299
　   土曜日・日曜日
※ ランチは火曜日・木曜日のみ実施
※ 駐車場を利用する際は、店内に

お声掛けください
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厚木市
七沢

読者の皆さまからいただいたお声をご紹介します。絵手紙や写真の応募も大歓迎です。
たくさんのお便りをお待ちしています。

他にもこんな
お便りをいただきました！

Smile Stationスマイルステーション
みんなの笑顔が集う場所

お便りコー
ナー

あけましておめでとうございます。いつも取材へのご協力、また当情報誌へ多くのお声をいただきありがとうございます。
今年の漢字は「継」です。広報活動における役割としても重要な言葉だと感じています。私自身も新たな気持ちで、多く
の人に有益な情報が届くよう頑張っていきます。引き続き、広報活動へのご協力をよろしくお願いいたします。（吉川）

編集後記

同じ姿勢が続いた後にストレッチをすると、
体がほぐれて気持ち良いですよね。寒い季
節は特に血行が悪くなりやすいので、ぜひ
今後も取り入れてみてください。

　「簡単！エクササイズ」の胸を伸ばすスト
レッチを実践しました。長時間のパソコン
作業で肩が凝ったときに役立っています。

（厚木市長谷 A さん）

　夢未市15周年おめでとうございます。野
菜やジェラートをいつもおいしく食べてい
ます。今後もたくさんの野菜を購入し、農家
の皆さんを応援していきたいです。

（厚木市温水 N さん）

いつもご利用いただきありがとうございま
す。今後も、新鮮で安全・安心な地場農畜
産物を届けてまいりますので、引き続き地
域農業を応援していただけると幸いです。

　南毛利地区農業まつりで、朝早くから準
備をして焼き芋の販売を行いました。地域
の方 と々交流しながら200本を完売でき、
とてもうれしかったです。
　　　　　　　        （厚木市温水 S さん）

皆さまのご協力により、来場者と収穫の喜
びや地域農業の魅力を共有できたことに
感謝申しあげます。農業まつりの様子は、
今月の特集でぜひご確認ください。

地域で生産される旬の農産物は、新鮮でお
いしいですよね。ジューシーな味わいが特
徴の「厚木のブドウ」は種類が豊富なので、
ぜひお好みの品種を探してみてください。

　「わが家Photo」で紹介された霜島農園
でブドウを購入しました。またぜひ買いに
行きたいと思います。

　（厚木市林 N さん）

ク ロ ス ワ ー ド
パズルを解いて、キーワードをお答えください。

応募者の中から抽選で5名様に夢未市等で使える
商品券500円分をプレゼント！！

たくさんのお便り
ありがとう
ございます♪

　「今月のレシピ」で、大好きなハクサイの
料理が紹介されていました。簡単に作るこ
とができそうなので、さっそく挑戦してみた
いと思います。

 （厚木市上古沢 O さん）

　直売所で販売している「ぬれかり煎」は、
しっかりした歯応えが良く、甘辛のしょうゆ
味でとてもおいしいですね。帰省の際や友
人へのお土産にも大好評です。

（厚木市七沢 I さん）

C

A

E

10

D

5

B

◆ヨコのカギ
		1　	宝船の絵を枕の下に入れておくと良

いものが見られるとか
		2　窓を開けて取り込みます
		3　カード式のホテルもあります
		5　中東の国の一つ。首都はテヘラン
		6　きねと臼でつくもの
		8　「本の虫」と呼ばれることも
12　七草を入れて炊くことも
13　初詣で一年の――を祈った
14　	「見通しがきく」ことを願っておせち

料理に入れます
15　マスカラを付けるところ
16　脊椎動物にはあります
17　	「Rがつかない月には食べるな」とい
われる貝

19　耳が冷えないようにイヤー――を着けた

応
募
方
法

宛
先

問 

題
二重マスの文字をA〜 Eの順に並べてできる言葉
は何でしょうか？

■12月号クロスワードの答え：
「セイカタイ」

◆タテのカギ
		1　	年賀状をコレからSNSなどに切り替える

人も増えました
		4　サトイモの親芋の周りにできます
		7　コートなどに用いる毛織物
		9　	ここで話していても――があかないから

見に行こう
10　しんしんと降り積もるもの
11　箱根駅伝は10――、計217.1kmで競います
13　さんずい、うかんむりなど
15　ほうきに乗って飛べるとか
16　10を3回かけ合わせると
17　縁起をかついで食べる受験生もいます
18　おせち料理に入れる紅白の食材といえば
20　チャールズ・チャップリンは――の王様です
21　可燃ではありません 答え

A B C D E

※�お寄せいただいた個人情報は、広報事業、賞品発送に利
用するほか、個人を特定できない統計情報とした上で、
マーケティング等に利用させていただきます

ハガキまたはFAX、ホームページにて①クイズの答え②郵便番号・住所③氏名
④電話番号⑤年齢⑥組合員資格区分「正組合員（家族含む）」「准組合員（家族
含む）」⑦身近な話題やJA・情報誌に関するご意見・ご要望を記載しご応募くだ
さい。
■FAX　046-223-8814
■https://www.ja-atsugi.or.jp/form/greenart/
■締め切り　1月10日（金）

〒243-0004 厚木市水引２-９-２
ＪＡあつぎ総合企画部グリーンアートあつぎクロスワード・お便りコーナー係宛

二次元コードを読み取るとホームページの
応募フォームが表示されます。

Q1 中村女性部について教えてください。
仲間との交流の場をつくろうと、約10年前に部員同士で声
を掛け合って部を立ち上げました。活動では、部員からの提
案や家庭雑誌「家の光」を活用した手芸に取り組み、互いに教
え合いながらさまざまな作品作りに励んでいます。今年度の地
区農業まつりで行った女性部作品展では、クラフトテープで
作ったカゴバッグを披露しました。

Q2 最近はどのような活動をしましたか。
令和5年に、部として初めてJAの盆踊り大会に参加した
ことをきっかけに、翌年には自治会の盆踊りにも参加でき、
地域との交流を深めることができました。最近では、部員増
員にも力を入れており、新たな仲間を迎えながら活動の輪を
広げています。

Q3 今後の目標を教えてください。
私たちは、無理なく活動でき、積極的に参加したくなる部で
あることを大切にしています。今後も、部員一人一人の意見を取
り入れながら、楽しく和気あいあいと活動していきたいです。

部長　加
か と う

藤 ミエ子
こ

さん(左)
　　　宮

みやした
下 悦

え つ こ
子さん(右)

睦合地区　中村女性部

仲間や地域の輪を大切に活動

元気いっぱいにあいさつをしてくれた3歳の陽菜ちゃん。保育園では、お散歩

や砂遊びをしたりと、お友達と仲良く園生活を送っています。

11月には、東京ディズニーランドと東京ディズニーシーにお出掛けしたそう

で、エレクトリカルパレードや、新エリアの「ラプンツェルの森」を楽しみ、お土

産にはリーナ・ベルのぬいぐるみを買うなど、楽しい思い出をたくさん作りまし

た。お家では、おままごとをするのが好きで、最近はご飯の支度も手伝ってくれる

など、しっかりもののお姉さんに成長しています。

ご家族は「元気で明るく、人の気持ちを大切にできる子に育ってほしい」と話し

ました。これからも素敵な笑顔を大切にしてね♪

母：梓
あずさ

さん

清
きよはら

原 陽
ひ な

菜ちゃん（3歳） 生まれたばかりの

いとこの秋
あ き は

葉くんとも仲良し♪

ミカンやカキ

などの果物
が

好きです♪
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information　インフォメーション

毎週日曜日 9時～9時30分
 （再放送）毎週月曜日　10時～10時30分

JAグループ神奈川がお送りする新鮮情報番組

日　時：平日 8時30分～17時
相談員：厚木市都市農業支援
　　　　センター職員
　　　：厚木市都市農業支援
　　　　センター
　　　　☎221-5511

日　時：平日 9時～17時
相談員：福祉課職員
　　　：組織文化部
　　　   （担当：福祉課）
　　　　☎225-7716

農業に関する相談（要予約）

介護相談

理事会だより JAあつぎの概要（令和6年10月末日現在）各種相談受付（お問い合わせ 平日 8時30分～17時）

お問い
合わせ

お問い
合わせ

日　時：平日 8時30分～17時
相談員：査定課職員および
　　　　全共連職員
　　　：共済部（担当：査定課）
　　　　☎221-2866

交通事故受付

お問い
合わせ

日　時：第2・４土曜日 10時～15時
　　　　　※場所は本所相談室302
相談員：専任相談員
　　　：総務部（担当：庶務課）
　　　　☎221-1666

結婚相談

お問い
合わせ

1月  5日
（再放送）6日

1月12日
（再放送）13日

次世代に伝えたい女性の力
～相模原～

大根畑で愛を叫ぶ！

未来につながる協同の輪 
～2025国際協同組合年～

1月19日
（再放送）20日

1月26日
（再放送）27日

愛川・懐古物語
～歴史を紡ぐ天の虫～

ＪＡ相模原市

ＪＡグループ神奈川
協力：JA横浜

ＪＡ県央愛川

ＪＡさがみ

令和７年２月１日を期日に、「2025年農林業センサス」が実施
されます。この調査は、統計法に基づき農林水産省が５年ごとに
実施する調査で、一定規模以上の農林産物の生産、または委託
を受けて農林業作業を行う世帯や会社等の組織が調査対象と
なります。

申込受付　1月7日（火）　8時30分より

夜間受付電話（17時～翌日8時30分）は、
「JAあつぎ夜間コールセンター」が対応いたします。

☎046-221-1800（直通）

JAあつぎ
グリーンホール

・２４時間病院等へのお迎えと霊安室でのお預かりも承ります
・霊安室にお預かりして、ホールで納棺できます

時間電話
対　　応

24
大切な方のお別れを、
心をこめてお手伝いします。
大切な方のお別れを、
心をこめてお手伝いします。

事前相談で後悔・不安のないお葬式を
ほとんどの人にとって初めての体験で

ある「葬儀」は、分からないことばかり。ど
のような葬儀にしたいかや費用面を把握
しておくことで、不安が解消されると思い
ます。ご相談は随時承りますので、お気軽
にご連絡ください。

謹んでお悔み申しあげます
（令和6年11月1日～11月30日まで）

ＪＡあつぎ本所クッキングスタジオ
「ＤａｉｄｏＣｏひなた」講習会のご案内
ＪＡあつぎ本所クッキングスタジオ
「ＤａｉｄｏＣｏひなた」講習会のご案内

お問い合わせ　組織文化部
　　　　　　  （担当：生活ふれあい課） 
　　　　　　　☎２２１-６８８１

① フルーツ大福作り講習会
日　　時　2月19日（水） 10時～12時30分
参 加 費　組合員・組合員家族9００円（税込）
　　　　　一般1,200円（税込）
定　　員　先着20人

② 簡単・時短！冷凍野菜料理講習会

日　　時　2月27日（木）10時30分～13時
参 加 費　組合員・組合員家族800円（税込）
　　　　　一般1,100円（税込）
定　　員　先着24人

詳しくはJAあつぎ
ホームページをご
確認ください

詳しくはJAあつぎ
ホームページをご
確認ください

詳しくはJAあつぎ
ホームページをご
確認ください

2025年農林業センサスの実施について2025年農林業センサスの実施について

お問い合わせ　厚木市（担当：行政総務課統計調査係）
　　　　　　　☎225-2180

調査方法　神奈川県が任命した調査員が調査対象候補者を訪
　　　　　問し聞き取り調査を行います。一定規模以上の農林
　　　　　生産物の生産等を行っている場合は配布する調査
　　　　　票に記入をお願いします。
調査事項　調査対象者の世帯に関する事項や、過去１年間の作
　　　　　付面積や生産物の販売金額等。
調査日程　令和7年1月中旬～　聞き取り調査および
　　　　　　　　　　　　　　 調査票の配布
　　　　　令和7年2月上旬～　調査票の回収

開催期間　3月上旬～8月下旬（全16回）
対　　象　①厚木市・清川村在住の方
　　　　   ②認定新規就農者資格を
　　　　　  取得し、厚木市・清川村
　　　　　   で就農を予定している方
定　　員　15人
受 講 料　組合員 22,000円（税込）
　　　　　一　般 24,200円（税込）
受付日時　2月3日（月）～2月7日（金）
　　　　　8時30分～16時30分
申込方法　JAあつぎ本所2階指導販売部
　　　　　窓口にて、「受講申込書」に必要
　　　　　事項を記入し提出。

※受講申込書は当日窓口にて記入できます。また、JAあつぎホームページから事前に
ダウンロードし、記入をして持参いただくことも可能です
※申し込み多数の場合は、受講申込書の志望動機などにより選考し、受講が認められ
た方のみ通知いたします

お問い合わせ　指導販売部（担当：地域農業対策課）
　　　　　　　☎221-2273

令和7年度 
農業塾（基礎コース）受講生募集のご案内
講座と圃場での栽培実習を通じて、農業・農作物に関する基礎

知識を学びます。

ご 予 約
お問い合わせ

1月から5月下旬までイチゴ園がオープンします。イチゴの直
売もありますので、ぜひお越しください。

厚木観光いちご狩り組合 厚木観光いちご狩り厚木観光いちご狩り組合 厚木観光いちご狩り

お問い合わせ　指導販売部（担当：営農指導課）☎221-2273

・必ずご予約の上、ご来園ください
・入園料は各農園にお問い合わせください　
・生育状況によって開園日や開園期間、時間等が変更になるほ
か、品種を選択できない場合があります

杉山いちご園（戸田 1822/1826 前）
☎090-5213-0922

清田いちご園（戸田 1759）
☎228-6857

内海いちご園（下津古久 696）
☎228-6967

せい た

すぎやま

うちうみ
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本所（駅前）

1月14日（火）～1月17日（金）
1月27日（月）～1月29日（水）
1月20日（月）～1月24日（金）
1月31日（金）～2月  4日（火）
2月14日（金）～2月19日（水）
2月  5日（水）～2月13日（木）
1月  6日（月）～1月10日（金）
令和6年12月11日（水）～12月13日（金）
1月30日（木）

前期共計肥料配送日程前期共計肥料配送日程

お問い合わせ　配送センター　　 0120-424-255または
　　　　　　　経済部（担当：購買課）☎221-0454

※配送日程は天候等により前後する場合がございます
※配送日・配送時間の指定はお受けすることができませんので、ご理解・ご協
力をお願いいたします
※40袋以上ご注文の方には配送予定日をご連絡いたします
※基本的には土曜日・日曜日の配送はございません

配送予定日地区名

日　　時　1月30日（木）13時30分より
場　　所　JAあつぎ本所4階大会議室「夢」
内　　容　・切り花栽培の基礎
　　　　　・7～9月収穫の切り花（盆・彼岸用）における
　　　　　 栽培方法および管理
講　　師 　JAあつぎ営農技術顧問
※予約不要のため、当日会場へ直接お越しください

お問い合わせ　指導販売部（担当：営農指導課）
　　　　　　　☎221-2273

切り花栽培講習会のご案内
夢未市・グリーンセンターにおける地場産切

り花の販売拡大に向け、良質で安定した切り花
の栽培技術習得に向けた講習会を開催しま
す。新規栽培や出荷拡大、技術向上などをご検
討されている方は、ぜひご参加ください。

詳しくは厚木市の
ホームページをご
確認ください

組合員数 18,754人
　　　　　正組合員 　4,096人
　　　　　准組合員 14,658人
職員数（正職員） 350人
貯金 375,941百万円
貸出金 101,543百万円
共済保有高 580,894百万円
購買取扱高 2,071百万円
販売取扱高 932百万円
出資金 2,390百万円

令和6年11月29日に行われた理事会に上程された主な議案は、以下の通りです。
・令和６年度役員による「組合員との対話運動」の取り組みについて
・令和８年度新卒採用職員募集スケジュールについて
・第２四半期末地区別総代会議の開催結果について
・マネロン等の防止にかかる対応状況について
・�監事監査規程の一部変更および内部統制システムに係る監事監査の
���実施規程の新設について
・令和６年度第４四半期の余裕金運用方針について

23 22



穴
を
あ
け
て
と
じ
る
場
合
は
、
こ
の
三
角
形
を

目
安
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
発
行・編

集
／
厚
木
市
農
業
協
同
組
合
 総
合
企
画
部
 企
画
課
　
〒
243-0004 厚

木
市
水
引
2-9-2

　
☎
046-221-1666㈹

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
https://w

w
w
.ja-atsugi.or.jp/

●
印
刷
／
山
陽
印
刷
株
式
会
社
　
1月
号
 vol.237　

2024年
12月

16日
発
行
　

葉ニンニクのガーリックシュリンプ

厚木市上古沢で、年間を通して露地野菜を生産しています。葉
ニンニクは、管内で栽培が始まった当初から毎年生産しており、
冬の主力品目の一つ。12月中旬から2月中旬にかけて、夢未市とグ
リーンセンターに出荷しています。
栽培では、堆肥や自家製の腐葉土を使った栄養豊富な土作り
を行うほか、生育初期の病害虫防除には特に気を配り、色づきや
品質、食味の良い葉ニンニクの生産に努めています。
葉ニンニクは、食べてもにおいが残りにくいだけでなく、炒め物
や鍋、スープなど、さまざまな料理に活用できる万能野菜です。新
鮮なものは、細かく刻んで薬味として使うのもおすすめ。ぜひ、食
欲をそそる香りを楽しみながら味わってみてください。

1月のおすすめ「葉ニンニク」
旬の農産物情報旬の農産物情報

作り方

葉ニンニク................................................... 1本
エビ.......................................................... 250g 
　片栗粉 .............................................大さじ1
　塩................................................. 小さじ1/2
　オリーブオイル..............................大さじ2
　塩................................................. 小さじ1/2
　粗びき黒コショウ...............................少々
バター...........................................................10ｇ

今月のレシピ

A

B

鮮度が重要な葉ニンニクは、直売所だからこそ出会える希
少な野菜。ポリフェノールやビタミンC、ビタミンEなど、豊富
な栄養素をバランス良く含んでいます。

材料（2人分）

①葉ニンニクはみじん切りにする。エビは背ワタを取って殻をむ
き、Aを振りかけてよくもみ込んでから水で洗い、臭みを取
る。エビの水気はキッチンペーパーで拭き取る。
②ボウルにBを入れて混ぜ合わせ、①を加えて和える。10分ほ
ど置いて味をなじませる。
③フライパンを中火で熱し、②のエビを入れて焼く。両面がこん
がりしたら、ボウルに残ったオイルと葉ニンニク、バターを加
え、バターが溶けて全体になじむまで焼いたら完成。

井上 忠さん
（小鮎地区）

いのうえ ただし

私が生産する
葉ニンニクは夢未市・
グリーンセンターで
販売しています！

管内9カ所で農業まつりを開催

清川茶を使った粉末茶が新登場

多様な催しが行われたミニデイサービス

「花の植栽事業」で清川村の園児と交流

特集

ふるさと先生の萩原トミエさん作 2025年の干支「巳」

夢ある未来へ 人とともに、街とともに、大地とともに…

情報誌

農業でつながる笑顔の輪 ～明るい未来を願って～
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